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1.実験経過  
	
 実験日時 5/18, 5/20, 5/21, 5/22 

	
  

	
 	
 油浸対物レンズ後のパルス幅を GaAsPフォトダイオードの２光子吸収を利用して測定する．セットアップを

図.１に示す． 

	
  

 

 

 

 

 

 

図.２	
 GaAsPフォトダイオード 

 

	
 	
 図.３	
 加工後の GaAsPフォトダイオード 

 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 図.１	
 セットアップ 

 

	
 油浸対物レンズのWDが 350 µmであるため，PDを図.３のように加工した．まず，ドライ対物レンズ後の

パルス幅を測定し，前回と同じ（約 40 fs）パルス幅を得た．そのため加工の過程で故障はないと考えられる．

その後油浸対物レンズで測定をしたが干渉信号が得られなかった．原因として，対物レンズのWDより受光面

のコーティング等が厚い可能性があり，受光面の構造について問い合わせ中である． 

	
 SN の観点から言うと蛍光（TPF）より，PD（TPA）の方が良い．油を受光面に浸しても動作に問題はない

ため PDを用いて測定をしようと考えている． 

 

 
2.今後の予定  
 油浸対物レンズのパルス幅測定を２光子吸収を用いて行い，補償する GDDを見積もる． 
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